
 

10 月 13 日（木）後期スタート。感染レベルは１へ 

 茅ヶ崎市の新型コロナウイルスの感染レベルが 10/13～「２➡1」になったとはいえ、茅ヶ崎市保健所管内の

10/13 感染者数は 28 名、神奈川県全体では 2,453 名となっており、依然として油断できない状況が続いてい

ます。そのため、生徒数が 670 人を超える本校では、全校生徒を体育館に集めることはせず、10/7 の前期終

業式と 10/13 の後期始業式は、今まで通り放送で行いました。以下、その時に生徒の皆さんにお話しさせてい

ただいた内容の要点を記載します。 

10 月 7 日（金）前期終業式のあいさつ ～「心の扉を開けよう」～ 

 生徒の皆さんは、勉強は勿論、部活動や習い事、時にご家族のお手伝いや介護等の役割を担うこともあり、

とても忙しい毎日を過ごしていると思います。そんな毎日を過ごすだけでも本当にすごいなあ、と感じます。

こんなに忙しい上に、友だちや身近な人たちとの関係性などで悩みを抱えていたら、心が耐えられなくなるく

らい辛い時もあるでしょう。そんな時は、愚痴になっても良いので「心の扉」を開けて正直で素直な気持ちを

誰かに話してくださいね。 

 そうは言っても「心の扉」を開くことは簡単ではないですね。そんな時は次の様に考えてみるのはいかがで

しょうか？「心の扉」を閉めているということは、心の部屋からは、外の暖かい太陽の光、そして心地良い風

が吹いていても分かりませんね。単純に心部屋に閉じこもって居ることと、明るい太陽のもとでそよ風を感じ

る環境を比べたら、多くの人は扉の外へ出てみたいと思うのではないでしょうか？「心の扉」を閉ざしている

人は「ご自身の悩み」＋「明るさや暖かさを感じない世界」という二重の辛さを抱えていることになるのでは

ないでしょうか？（心の世界を辛いと感じているとは限りませんが…）その人が抱えている本質的な「悩み」

等は、すぐにはなかなか解決しませんが、もう一つの「心の環境」を求めることは、自分の気持ち次第で可能

なのだと思います。 

 地球上には、残念ながら自分の正直な思いを表現することができない環境（戦争による言論統制や恐怖によ

る言論制限など）もありますが、今の皆さん生きている環境は、言論の自由が保障されているので、自分の意

思で心の扉を開き正直な気持ちを誰かに伝えることは可能なのです。（話の内容はここまでです） 

 勇気を持って心の扉を開いても、話を聴いた人がその人の考えや思いを否定したり、受け入れてくれなけれ

ばその人は、再び心の扉を閉めてしまうでしょう。しかも、今までよりも強固に閉めてしまうことになるでし

ょう。誰がいつ聴く立場になるかわかりません。そうなった時には、たとえ、その人の考え方が我がままだと

感じても、まずはその人の気持ちを受け入れ、時間をかけて聴く姿勢を持ちたいものです。 

10 月 13 日（木）後期始業式のあいさつ ～「心と脳をはたらかそう」～ 

 中学生の時代は、意識をしなくても体や筋力が活発な細胞分裂によって成長します。ですから、そこに、意

識的な生活習慣やトレーニング等を加えることによって、様々なテクニック（技術）を含めて大きく成長する

可能性があるのです。ですが、「心」や「脳」は体と違って簡単には成長するものではありません。 

＊「心の成長」には心を働かすことが大切です。例えば「喜んだり」「楽しんだり」「共感したり」すること、

何かに「挑戦したり」色々なものを見たり聴いたりして「感動したり」すること、「心の扉」を開いて、素

直な気持ちに従ってコミュニケーションを広げることが大切です。 

＊「脳の成長」には、脳を働かすことが大切です。例えば「「考えること」「記憶すること」「工夫したり想像

したりすること」、「体を動かすこと」や「何かに集中すること」です。そして、これらの脳の働きは、学
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校での学習（授業）や様々な活動時に起こっているのです。「何のために勉強するんだろう？」と疑問に

思っている人も多いと思いますが、すぐに生活に役立つとは限らない学習でも、脳をたくさん働かせて、

自分自身に眠っている潜在能力を高めるとともに、知識や知恵によってこれから直面するであろう様々な

困難を乗り切る力を身につけることに役立つのです。（ただし、薬物・たばこ・お酒は、成長期には、脳

の神経細胞を壊したり、委縮させてしまいますので、絶対に✖です。…9 月初旬に「薬物乱用防止の講演

会」を実施しています。） 

 中学生の時期は、様々な力が飛躍的に伸びる可能性を秘めています。しかしながら、子どもに限らず大人で 

も、何かに前向きに取り組み努力しようとするには、心も体も安定し安心できる環境が必要です。子どもたち 

の安心は、周囲の（大人）人たちが「自分の事を分かってくれている」と感じているかどうかにかかっていま 

す。まずは子どもたちの素直な声を受け止めながら聴くことが大切です。 

本日から公開授業週間：職員昇降口に新しい基準服を展示しています。 

 茅ケ崎市の感染レベルが 13 日から【1】となりましたが、今日からの公開授業週間は、以前にご案内差し上 

げた制限のまま実施いたします。その際、令和 5 年度からの新しい基準服を職員昇降口に展示いたします。な 

お、新しい基準服への移行期間は特に設けませんので、令和 5 年度の入学生（それ以降の新入生）も現在の基 

準服を着ることもできます。（スカートの見本は、同じ柄のスラックスと合わせること 

ができます。スラックスは別に展示し、ブレザーとの組み合わせ展示はありません。） 

10 月 21 日（金）の合唱祭の参観者の再確認（予定通りです） 

 いよいよ、合唱祭が近づいてきました。繰り返しになりますが、感染レベルが 1 になったため、今一度、保

護者の皆様の参観人数等の拡大ができるかどうか検討する時間を持ちました。しかしながら、結果的には過日ご

案内差し上げた通り、午前中開催の I 組並びに 3 年生の保護者各ご家庭 1 名（未就学児は 1 名に含みません）

のままとさせていただきたいと思います。 

 茅ケ崎市文化会館の観客の人数制限規定は現在も「大声なし」では 100％。「大声あり」では 50％まで、と

変わっておりません。本校の場合は、各学級の合唱はステージ上で行いますが、それ以外に学年合唱も予定し

ており、200 名を超える生徒が一度にステージに上がることは今でもできません。そのため客席にて学年合唱

を行うことになります。よって、観客の人数は 50％のラインとなります。1，2 年生の保護者の皆様におかれ

ましては、ご期待に沿えず誠に申し訳ございません。なお、当日、生徒は直接茅ヶ崎市民文化会館に集合しま

す。原則、徒歩か公共の交通機関で集合してください。（自転車は不可です。） 

生徒会本部役員が決定しました。 

 先月の 27 日（木）に行われた生徒会役員選挙で選ばれた 7 名です。当選後、役職については「生徒会選挙

規定細則（現生徒手帳 P15～）の第 9 条（役職は顧問と当選者の話し合いによって決定する）に基づき、以下

の様に決まりました。（名前は伏せています。） 

生徒会長 2 年 軣 結衣   書 記 2 年 栗原ひより ・ 1 年 福多咲季 

副会長   2 年  樫原章介   会 計 1 年 太田英友   ・ 1 年 朝井悠馬 

副会長   1 年  若杉航汰   

活躍を期待しています。  


